
　所轄の労働基準監督署長に、「遺族補償年金支給請求書」（様式第12号）または「遺族年金支給請
求書」（様式第16号の8）を提出してください。
　なお、特別支給金の支給申請は、原則として遺族（補償）給付の請求と同時に、同一の様式で行
うことになります。
　船員については、船員保険分を全国健康保険協会(協会けんぽ)に請求する場合があります。

　遺族（補償）年金は、被災労働者が亡くなった日の翌日から5年を経過すると、時効により請求権
が消滅しますのでご注意ください。

　同順位の受給権者が2人以上いるときは、そのうちの1人を年金の請求、受領についての代
表者とすることになっています。
　世帯を異にし、別々に暮らしている場合などやむを得ない事情がある場合は別として、原則
として同順位の受給権者がそれぞれ年金を等分して受領することは認められません。
　代表者の選任は、年金を請求するときまたは転給により年金を請求するときなどに「遺族
（補償）年金代表者選任（解任）届」（年金申請様式第7号）を所轄労働基準監督署長へ提出して
ください。
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